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符
民
の
山
と
彰
街
-
海
夷
な
ど

i
i
i発
族
一
の
跡
を
た
ず
ね
て

i

i

類
棋
の
語
、
と
し
て
は
、

、
自
於
一
山
(
関
悶
可

欠
中
七
〉
、
梅
経
に
政

(
内
東
〉
、
鮒
魚
山
(
内

代さ於
tこら官魚
かに。
、け 2・1
て，_. ..... 

生を
じ連
ね

の
音
転
を
記
し
て
い
る
。
こ

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

}II 

上

義

"ー・司."...
'田町町制角島

F 叩世4

西
山
般
の
首
に
、
華
山
の
山
な
み
一
九
一
山
の
中
に
符
鳥
山
一
が
あ

る
。
山
海
経
で
は
太
華
山
、
少
華
山
一
の
部
に
位
置
一
せ
し
め
ら
れ
て
い

る
の
に
、
水
経
注
で
は
太
華
山
、
南
山
の
東
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
校
定
の
結
楽
で
あ
る
が
、
や
は
り
山
海
経
の
問
に
も
ど
す
べ
き

だ
と
考
え
一
る
。
水
経
詮
で
少
輩
出
の
践
に
お
い
た
升
山
、
糧
余
山

は
、
も
と
も
と
諮
水
の
項
に
お
く
べ
司
会
し
旬
も
の
を
、
潟
水
の
項
に
も
っ

て
来
た
も
の
で
あ
る
し
、
そ
の
西
の
石
山
の
「
敷
水
凡
さ
ら
に
そ

の
践
の
「
馬
議
出
」
は
、
符
期
間
山
i
符
販
問
一
水
と
重
な
り
あ
う
可
能
性

が
あ
り
、
敷
水
は
特
高
水
に
音
近
一
く
、
馬
一
嶺
一
山
も
と
も
と
発
族
の
居

住
に
か
か
わ
る
出
罵
可
馬
嶺
ー
な
ど
の
地
名
と
同
じ
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
は
別
稿
で
取
扱
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
詳
細
に

は
ふ
れ
な
ツ
こ
の
詣
で
主
と
し
て
論
じ
た
い
の
は
、
「
控
室
内
山
」

と
か
か
わ
る
と
患
わ
れ
る
彰
戯
一
氏
l
彰
衡
と
河
伯
潟
夷
な
ど
に
つ
い

て
で
あ
る
。

( 1 ) 

野
議
長
i
s
野
輯諸
戎
と
設
'
潤
・
秦
と
の
交
渉
を
次
の
よ



う
に
記
し
て
い
る
。

及
一
千
王
之
末
、
周
遂
陵
、
起
。
自
際
山
以
東
、
及
乎

伊
・
浴
、
住
捻
有
h

減
。
於
是
溶
首
有
欽
'
務
'
邦
糞
之
戎
、
洛

川
有
大
姦
之
戎
、
清
南
有
纏
戎
、
伊
・
洛
間
有
揚
拒
・
泉
皐
之

戎
、
知
、
首
以
西
梅
蛮
氏
之
戎
。

子
一
十
一
の
米
年
か
ら
諸
戎
が
変
に
…
巡
り
、
務
・
議
・
翼
の
各
地
に
侵

入
し
た
と
す
る
伝
統
的
な
観
念
に
立
っ
た
記
述
で
あ
る
が
、
発
姓
間

ev 

間
は
、
白
川
静
氏
の
一
所
説
の
よ
う
に
、
早
く
関
川
王
抑
制
と
深
く
か
か
わ

っ
て
い
た
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
G

史
記
楽
本
紀
に
よ
れ
ば
、
秦
は
、
寧
公
以
来
、
積
極
的
に
東
進
の

策
を
と
っ
て
い
る
。
寧
公
二
年
〈
前
山
〉
一
平
協
(
癖
県
)
に
都
す
る

や
、
叶
民
ハ
を
遣
し
て
蕩
社
を
伐
ち
L
一
、
…
一
一
年
に
は
「
議
と
戦
い
、
事
主

は
戎
に
奔
る
。
遂
に
務
社
を
滅
ぼ
し
い
、
十
二
年
に
は
勾
揚
氏
一
を
伐

っ
て
こ
れ
を
取
っ
て
い
い
る
。
司
馬
点
索
隠
に
よ
る
と
「
西
戎
之

泊
、
サ
日
選
王
、
:
:
:
其
品
目
蕩
社
ん
と
あ
る
。

州
事
公
の
死
後
、
太
子
武
公
を
お
い
て
出
子
が
立
て
ら
れ
た
り
し
て

三
父
の
勢
力
が
強
か
っ
た
が
、
武
公
が
即
依
す
る
や
、
そ
の
不
安
な

情
勢
に
も
約
ら
ず
、
武
公
元
年
(
前
似
〉
に
は
「
彰
戯
民
を
伐
っ
て

恭
山
下
に
恋
っ
て
い
い
る
。
一
二
年
に
一
一
一
て
政
権
を
確
立
し

て
後
、
十
年
に
は
邦
・
巽
戎
を
聞
に
討
年
に
は
東
に
進
出

し
て
?
ぺ
初
め
て
社
・
制
仰
を
県
に
し
た
い
。

説
文
に
よ
れ
ば
「
宅
、
ム
ポ
兆
社
俊
一
苧
也
」
と
あ
り
、
先
に
滅
ぼ
さ

れ
た
喜
王
の
杜
の
故
地
は
、
蕩
氏
が
取
っ
て
い
た
。
ま
た
、
秦
は
彰

戯
氏
を
伐
っ
て
華
山
の
下
に
至
る
と
あ
る
か
ら
、
も
と
鄭
の
故
地
で

あ
っ
た
の
を
彰
戯
氏
が
取
切
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
社
・
鄭
を

ム
ワ
や
秦
は
県
に
し
て
勢
力
範
囲
に
く
み
入
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
彰
戯
氏
に
つ
い
て
、
正
義
に
「
戯
、
音
許
笠
一
友
、
戎
号
也
。

護
同
組
川
彰
筏
故
域
同
党
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
彰
戯
氏
は
西
戎
で
あ

り
、
彰
街
域
に
拠
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
「
彰
街
」
の
名
の
克
え
る
の
は
、
左
伝
文
公
二
年
(
前
鈎
)

で
あ
っ
て
、
経
に
、

春
王
二
月
甲
子
、
晋
侯
及
秦
師
戦
子
彰
街
。
秦
師
敗
績
。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
秦
本
紀
で
は
謬
公
一
(
穆
公
〉
一
…
…
四
年

会
制
蹴
〉
の
こ
と
と
す
る
。
社
設
に
「
務
縮
俗
務
関
川
西
北
有
彰
街
域

也
い
と
い
う
。

( 2 ) 

に
よ
れ
ば
、
催
公
立
(
前
間
)
一
月
、
滑
に
侵
入
し

た
秦
に
対
し
、
普
は
婆
戎
わ
っ
て
夏
四
月
殺
に
秦
を
攻
め
、
孟

関
税
ら
楽
の
三
将
を
は
じ
め
多
く
の
捕
虜
を
得
て
大
勝
し
た
。
楽
は

こ
れ
に
報
い
る
た
め
習
を
攻
撃
し
た
。

年
春
、
泰
一
直
視
帥
部
伐
苦
、
以
報
敬
之
役
。
一
一
月
晋

:
:
:
甲
子
、
及
楽
的
戦
子
予
街
、
泰
郎
敗
続
。

死
処
を
求
め
て
彰
衝
の
楽
の
陣
に
突
入
し

苦
の
勝
機
は
、



た
こ
と
に
あ
る
。

及
蕗
街
既
棟
、
以
其
属
馳
泰
郎
死
一
命
。
背
倒
従
之
、
大
敗
泰
郎
c

こ
の
場
合
、
文
出
で
は
必
ら
ず
し
も
拐
礁
で
な
い
が
、
彰
街
は
秦
の

一
助
俄
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

秦
伯
(
務
公
)
は
、
な
お
説
明
視
を
用
い
て
間
力
の
充
実
に
努
め

た。

文

公

…

・

宋

公

子

成

・

隊

総

選

・

鱗

公

トト

24

え
三
J
X
E
、
良

fz哲
前
壁
。

J
ー
ポ
プ
討
つ
《
L

不
才
主
ノ
f
l
!
λ

一
仕
は
同
州
府
滋
城
県
界
に
在
り
、
拶
街
は
一
内
閣
界
か
ら
遠
く
な
い
よ

う
で
あ
っ
て
、

J
V
衡
に
及
ん
で
還
る
い
と
い
う
の
は
、
深
入
し
な

か
っ
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
Q

史
記
腎
世
家
に
よ
る
と
、
献
公
一
一

っ
た
時
の

(
品
別
問
〉
、

晋
が
澗
艇
を
伐

@
 

間
有
河
関
与
泰
接
境
、
北
辺
翠
、
東
烹
河
内
。

と
あ
り
、
晋
の
勢
力
は
湾
問
に
及
ん
で
い
た
。
ま
た
在
伝
倍
公
一
五

年
ハ
前
側
三
棄
の
穆
公
が
習
の
窓
公
を
虜
に
し
た
持
、

絡
泰
的
、
以
河
外
之
列
域
五
、
東
尽
貌
略
、
南
及
華
山
、
内
及

解
一
梁
域
。
既
市
不
与
。

と
い
う
よ
う
に
、
怠
公
を
返
還
し
て
も
ら
う
た
め
に
繭
策
し
て
い

る
。
社
法
に
「
河
外
、
河
南
世
。
東
尽
毅
略
、
従
河
南
南
東
尽
毅

界
。
解
梁
域
A
P
7

河
東
解
県
也
。
華
山
在
弘
農
葉
陰
県
高
南
事
い
と
い

ぅ
。
時
間
詳
の
居
る
所
が
毅
略
で
あ
り
、
続
州
は
河
甫
、
挟
列
笠
支
倒
郊

の
地
で
あ
る
Q

解
梁
域
一
は
山
西
省
、
蒲
州
府
…
臨
苦
悩
対
東
南
一
八
虫
解

誠
が
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
。
奈
が
彰
戯
氏
を
伐
ち
葉
山
の
下
に
歪

り
、
鄭
を
県
と
し
た
と
い
う
そ
の
地
で
あ
り
、
秦
も
、
河
南
に
進
出

し
、
さ
ら
に
葉
山
に
そ
の
勢
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で

-e
，3
 

}旬、バ
H

S
比
V
J

あ
る
ο

左
伝
関
公
一
(
前
倒
)
に
は
、
犬
戎
が
滑
柄
、
即
ち
潟
水
の
黄

河
に
入
る
と
こ
ろ
、
華
陰
県
界
、
に
進
出
し
た
事
実
を
、
記
し
て
い

る。

一
敏
公
敗
犬
戎
子
沼
的
。

ま
た
儀
公
一
(
前
倒
)
に
は
、
同
じ
く
絞
公
が
戎
を
桑
田
、
即
ち

挟
県
に
破
っ
た
こ
と
を
p

記
し
て
い
る
。
こ
の
「
戎
」
は
、
関
一
公
二

年
の
犬
戎
の
こ
と
で
あ
ろ
う
雪
。
社
誌
に
「
桑
田
、
続
地
也
、
在
弘
農

険
県
東
北
也
い
と
い
う
。
犬
戎
は
幽
壬
を
纏
山
で
殺
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
る
が
、
な
お
溺
洛
、
河
南
に
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
あ

る。

く3) 

こ
の
洛
水
下
流
に
は
大
姦
戎
も
居
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

秦
本
紀
に
属
共
公
十
六
年
(
前
似
)
灘
河
芳
、
以
兵
二
万
伐
大
姦
、
取
其

玉
城
Q

と
い
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
か
な
り
の
勢
力
を
持
っ
て
い
た
よ
う



で
あ
る
。
集
解
に
「
徐
広
臼
、
今
之
臨
晋
也
、
臨
晋
有
一
王
城
」
と
い

い
、
正
義
に
は
「
慈
、
官
一
灰
。
括
地
志
去
、
同
州
束
三
十
壁
、
朝
包

県
東
一
一
十
歩
故
主
滅
。
大
姦
近
小
十
一
城
邑
い
と
い
い
、
大
姦
壬
携
の
位

置
を
示
し
て
い
る
c

史
記
六
図
表
に
よ
る
と
、
間
じ
年
に
、

箆
河
労
、
伐
大
彩
、
補
耀
戯
域
。

と
見
え
る
。
こ
の
燐
戯
城
は
、
診
戯
滅
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
明
ら
か

に
奈
の
領
有
で
あ
る
。
大
務
戒
を
伐
っ
と
同
時
に
彰
戯
放
を
補
修
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
大
誌
に
備
え
る
た
め
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
ム
ハ
関
去
に
は
、

笠
公
十
年
〈
前
制
)
補
燦
城
、
域
籍
姑
。

と
記
す
。
附
脳
波
は
燐
戯
域
で
あ
る
。
楽
本
紀
、
笠
公
…
…
一
一
年
(
前
川
り

に
「
披
籍
姑
い
と
あ
り
、
正
義
に
「
括
地
芯
一
広
、
籍
姑
故
城
、
在
同

州
斡
城
県
北
一
一
…
十
五

mご
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
習
に
備
え
た
の
で

あ
ろ
う
。
多
戯
域
即
ち
務
衝
の
地
は
、
秦
の
領
地
と
し
て
確
保
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
影
街
、
白
水
県
の
地
は
、
洛
水
下

流
の
要
地
で
、
あ
る
い
は
諮
戎
と
争
奪
を
く
り
か
え
し
、
ま

も
争
奪
を
く
り
か
え
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
当
時
の
情
況
を
次
の
よ
う
に

し
て
い

る。

t 
義

Jlj乙

強

築
或
数

皆
自
祢
主;

至
周
一
点
主

八
年
(
前
似
)
秦
腐
公
滅
大
姦
取
其
地
。
超
亦
滅
代
戎
、
郎

北
戎
一
也
。
韓
・
貌
復
共
稽
井
伊
洛
、
陰
戎
滅
之
、
其
遺
脱
者

皆
逃
走
、
西
験
済
・
様
、
自
走
中
間
無
戎
露
、
唯
余
義
渠
種

索。

さ
て
、
春
秋
の
彰
衝
は
、
漢
の
街
県
の
地
で
あ
り
、
今
日
間
州
の
白

水
県
で
L

あ
る
。

地
理
志
、
郡
関
志
と
も
に
左
鴻
拐
に
「
街
」
を
あ
げ
て
い
る
。
史

記
に
よ
れ
ば
、
秦
文
公
は
清
水
を
分
け
て
白
水
県
を
霞
い
た
、
務
街

域
の
故
一
地
は
今
県
の
東
北
六

O
mお
に
在
り
、
古
城
が
あ

h
Q
要
す
る

に
、
彰
戯
氏
の
拠
っ
た
地
に
彰
戯
即
ち
移
街
城
が
お
か
れ
ハ
戯
と
衝

は
音
通
)
、
鹿
戯
と
も
艇
と
も
い
わ
れ
、
降
っ
て
は
衝
と
よ
ば
れ
た

わ
け
で
あ
る
。
白
水
間
以
の
名
称
は
、
影
街
水
に
ち
な
む
白
潟
水
あ
る

@
 

い
は
、
白
水
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
四
川
省
北
部
の
人
々
の
自
潟
人

は
、
白
馬
氏
の
後
議
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
賠
住
地
に
は
白
馬
と
名

づ
け
る
山
一
や
川
が
多
い
。
ま
た
彼
ら
の
自
称
は
「
日
ハ
い
、
プ
イ
で
あ

っ
て
、
関
蔵
一
族
の
庶
代
の
自
称
、
「
番
い
、
ま
た
「
播
隅
」
は
、
符
府
内

山
の
「
持
市
内
い
に
通
じ
、
そ
れ
は
こ
こ
に
見
る
診
街
に
通
ず
る
も
の

と
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
地
名
は
い
ず
れ
も
反
発
に
か
か
わ
る
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。

( 4 ) 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
彰
衝
と
い
う
地
名
は
す
で
に
周
初
の
金
文
に
も

品⑦

見
え
る
。
間
誌
も
と
簿
一
、
即
ち
掘
の
あ
た
り
一
に
い
た
ら
し
く
、
や
が



て
高
下
し
て
潟
水
の
ほ
と
り
に
移
り
、
般
を
滅
ぼ
し
て
後
は
、
宗

閥
、
今
の
間
安
の
地
に
都
し
た
。
周
初
の
小
…
市
川
州
に
は
的
地
方
征
伐
が

見
え
、
笠
一
土
期
に
は
獄
枕
粧
伐
が
見
え
る
。
総
統
は
潔
洛
一
一
水
の
出

@
 

を
潟
佼
し
て
き
た
と
忠
わ
れ
る
。
令
市
斐
に
い
う
。

維
五
年
月
既
死
瀬
氏
賞
、
王
初
各
伐
搬
税
一
土
器
撲
。

窃

こ
の
際
燃
は
金
文
の
養
換
で
、
主
的
維
は
彰
街
の
初
字
と
す
る
。
内
閣

は
容
(
す
浮
〉
で
診
に
通
ず
る
。
燃
は
魚
で
、
古
、
魚
・
者
一
一
字
は

向
命
日
と
さ
れ
る
。
今
中
の
分
は
氏
、
甲
は
名
、
ん
ナ
は
lru
父
で
労
古
市

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
本
竹
書
紀
年
、
宣
下
一
五
年
夏
六
月
、

す
古
市
が
獄
枕
を
伐
っ
て
太
原
に
恋
っ
た
と
い
う
記
事
と
関
連
す

る
。
獄
殺
が
診
街
に
拠
っ
て
い
た
の
を
伐
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時

獄
税
が
た
だ
拶
街
の
地
ま
で
南
下
し
た
だ
け
な
の
か
、
そ
れ
と
も
こ

の
地
に
拠
っ
て
い
た
た
め
彰
街
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
か
は
、
明
ら
か

で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
地
は
織
統
の
応
住
地
に
な
っ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

に
作
ら
れ
た
統
季
子
自
'
蝶
(
麟
熱
出
土
と
い
う
〉
に
、

主
た

「
織
統
を
溶
の
践
に
簿
伐
す
」
と
い
い
、
被
季
子
の
北
征
を
記
し
た

も
の
で
あ
る
。
(
郭
沫
若
は
、
洛
水
は
南
流
す
る
の
で
、
北
洛
水
の

き。

東
と
見
る
〉
不
壊
一
段
に
よ
れ
ば
、
白
一
氏
(
続
季
子
自
で
あ
ろ
う
〉
が

不
嬰
、
絞
方
に
命
じ
、
百
万
に
澱
統
合
}
追
撃
さ
せ
て
い
る
。
「
事
を

以
て
獄
説
を
高
陵
に
宕
伐
す
」
と
あ
る
が
、
主
悶
維
は
高
段
を
授
水

の
下
流
A
7
の
連
陽
一
に
あ
て
る
。

小
雅
出
事
は
、
こ
の
獄
抗
征
伐
を
歌
っ
た
も
の
の
よ
う
で
、

己
命
潟
仲
、
住
域
…
ナ
方
、
出
車
彩
拶

薪
焼
失
央
天
子
命
我
放
し
彼
朔
方

赫
赫
…
南
仲
獄
挽
子
袈
(
援
)
ハ
第
二
章
)

朔
方
に
対
し
て
子
方
と
ぎ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
四
章
で
ご

と
あ
る
の
は
獄
税
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
今
本
竹
霧
紀
年
で
は
帝

た

hr

乙
の
一
一
一
年
、
南
仲
に
命
じ
見
夷
を
お
ぎ
、
朔
方
に
域
か
し
む
と
あ
る

が
、
こ
れ
は
詩
小
雅
の
事
に
当
る
と
す
れ
ば
、
昆
夷
は
獄
殺
で
あ

り
、
西
戎
に
属
す
る
。
か
れ
ら
が
淫
次
回
の
悶
を
占
め
て
お
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

小
雅
采
被
も
、
征
旅
の
兵
を
恋
う
る
妻
子
が
そ
の
無
事
を
祈
る
詩

で
あ
っ
て
、
「
獄
抗
の
故
に
啓
腐
す
る
に
遼
あ
ら
ず
い
(
第
一
意
〉
と

嘆
き
、
辺
品
目
日
に
戒
め
ざ
ら
ん
や
、
獄
枕
孔
だ
練
し
」
(
第
五
業
〉

と
戒
め
、
獄
抗
の
勢
威
が
お
そ
れ
ら
れ
て
い
る
。

「
獄
抗
い
の
称
に
つ
い
て
は
、
史
記
勾
奴
列
伝
索
認
に
応
劫
・
風

俗
通
を
引
い
て
、
「
殻
の
時
に
は
猿
盟
問
と
い
う
」
と
い
い
、
ま
た
、

普
灼
は
、
「
桑
の
時
は
輩
粥
と
い
い
、
席
に
は
殺
、
税
と
い
い
、
秦
に

は
勾
奴
と
い
う
い
と
き
9
0

一車マナ
J

梁
恵
王
下
に
「
大
王
は
猿
鶴
橋
に
転

う
」
と
あ
り
、
ま
た
「
文
王
は
昆
夷
に
事
う
」
と
あ
り
、
毛
詩
的
に

は
「
習
に
晃
一
夷
の
患
あ
り
、
北
に
猿
説
の
難
あ
り
」
と
、
西
の
昆
夷

( 5 ) 



と
北
の
猿
枕
を
並
べ
称
し
て
い
る
。

後
漢
書
館
発
伝
も
で
X
王
、
間
的
と
な
る
や
西
に
昆
夷
の
患
あ

は
'
O

ま
も

り
、
級
統
の
難
有
り
、
遂
に
戒
狭
を
波
う
て
こ
れ
を
成
る
、
実
に
服

せ
ざ
る
は
な
し
い
と
記
し
、
逸
崩
唯
一
間
に
も
「
文
王
立
ち
て
荷
は
昆
夷

を
距
、
ぎ
北
は
獄
抗
に
備
う
い
と
記
し
、
日
比
一
央
と
綴
貌
を
方
角
に
よ
っ

て
段
別
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
獄
抗
を
北
方
に
お
く

⑫
 

の
は
問
題
が
あ
る
。

は
「
犬
夷
」
〈
説
文

引
)
と
、
記
さ
れ
、
史
の
「
綬
戎
」
は
「
吠
戎
い
(
漢
市
一
一
間
)
と
記

さ
れ
、
郷
説
も
「
吠
夷
は
混
爽
な
り
い
と
い
う
。
犬
戎
は

mw
ち
昆
戎

で
あ
る
。
か
れ
ら
は
閥
戎
で
あ
っ
て
、
後
の
尭
は
犬
戎
の
族
で
あ

。

る
。
王
国
維
は
鬼
方
・
昆
・
繍
枕
を
同
一
一
族
と
見
、
か
つ
周
器
に

獄
枕
の
名
の
見
え
る
の
は
の
世
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
後
は
見
え

な
い
と
い
う
。

よ
う
に
、

の

の

こ
の
よ
う
に
、
診
街
の
地
と
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
の
獄
枕
は
、

五
の
時
に
存
夜
す
る
が
、
澱
抗
は
発
族
に
属
し
、
診
街
の
名
も
そ

れ
に
ち
な
む
と
見
た
い
の
が
、
筆
者
の
考
え
で
あ
る
。
降
っ
て
秦
の

武
公
の
時
、
拶
戯
氏
を
伐
っ
て
来
山
に
同
十
一
る
と
あ
る
場
合
も
、
影
街

に
よ
っ
た
か
ら
、
多
戯
氏
と
よ
ば
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
診
戯

氏
も
禿
族
に
印
刷
す
る
こ
と
が
そ
の
名
称
か
ら
知
ら
れ
る
し
、
ま
た

つ
華
山
レ
の
西
に
「
符
府
内
山
い
が
あ
り
、
そ
れ
は
一
つ
づ
き
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
彰
戯
氏
i

診
街
1

符
鳥
山
(
葉
山
)
の
つ

な
が
り
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

符
高
山
は
、
少
華
山
の
商
(
笈
宇
記
で
は
m
知
県
の
西
南
一

0
0虫、

方
輿
紀
要
で
は
華
州
の
西
南
四

O
思
)
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
Q

奏

本
紀
に
よ
る
と
、
武
公
元
年
、
彰
戯
氏
を
伐
ち
て
華
山
下
に
至
り
、

一
一
年
、
初
め
て
杜
-
m
測
を
県
に
し
、
秦
は
東
方
に
領
土
を
拡
げ

た
。
括
地
志
に
よ
れ
ば
、
下
社
故
域
は
長
安
閑
郊
の
東
南
九
里
に
在

り
、
も
と
喜
平
一
一
の
属
邑
で
あ
っ
た
が
、
率
五
が
秦
に
伐
た
れ
て
後
、

蕩
氏
の
色
と
な
っ
て
い
る
の
を
取
っ
て
県
と
し
た
。
鄭
県
の
地
は
、

も
と
宣
王
が
弟
鄭
粧
公
を
封
じ
た
土
地
と
い
う
。
影
戯
氏
を
伐
っ
て

華
山
下
に
至
る
と
は
、
正
に
郷
の
封
地
を
攻
め
、
遂
に
取
っ
て
県
と

し
た
わ
け
で
あ
る
。

草
山
の
下
が
拶
戯
氏
の
地
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
連
山
の
符
民

の
山
も
か
か
わ
り
を
も
ち
、
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
地
名
が
散
見
す

る
こ
と
も
う
な
づ
か
れ
る
が
、
さ
ら
に
府
の
翻
主
が
「
戯
い
で
死
ん

だ
と
い
う
こ
と
も
思
い
合
わ
さ
れ
て
く
る
。
以
下
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
ふ
れ
て
み
よ
う
。

( 6 ) 

局
本
紀
に
「
中
俣
怒
、
・
商
売
・
犬
病
攻
陶
王
、
:
:
:
遂
殺

市
/
、

J《
、

J
4
3
r
¥ノ

e-

階
王
燦
山
下
J
と
ぷ
し
、
秦
本
紀
は
「
間
伐
・
犬
必
与
中
段
伐
閥
、

殺
周
玉
郡
山
下
よ
と
記
し
、
館
位
家
も
「
犬
一
戎
殺
幽
王
於
鱗
山
下
ー
一



と
記
し
、

し
γhvo

い
ず
れ
も
幽
主
を
郡
山
の
下
で
殺
し
た
点
で
は
一
致
し
て

と

こ

ろ

が

、

は

「

陶

滅

子

戯

」

と

記

し

、

竹

書

紀

年

h
爪
旬
JF

1
i

戸

nu

(
在
伝
昭
公
お
年
疏
引
〉
は
「
伯
雄
与
制
主
供
死
子
戯
い
と
記
し
、
水

経
注
山
口
市
水
、
郷
間
刊
の
条
に
は
「
胸
王
戎
於
戯
、
郷
桁
一
公
死
み
/
~
」
と

記
す
。
こ
れ
に
対
し
、
国
語
主
昭
注
は
コ
脳
、
戯
山
、
在
問
問
也
い

と
い
い
、
関
川
本
紀
正
義
は

括
地
十
一
山
一
去
、
…
勝
山
在
薙
州
新
設
県
南
十
迫
。
土
地
記
一
氏
、
磯
山

口
μ
い
伝
品
川
一
司

υ川
。

nhpi肖
μ』い
μ
u
u・

と
い
う
。
こ
こ
に
陶
王
の
死
ん
だ
所
に
つ
い
て
、
戯
山
・
鱗
山
の
一
一

名
が
出
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
水
経
法
問
で
は
「
秦
始
皇
は
ザ
誌
を

蕗
戎
之
山
に
営
む
、
一
名
態
出
」
と
記
し
、
ま
た
「
犬
戎
一
室
、
・

/
¥
ノ
ι
、
/
¥
ノ
e

F

f

¥

/

¥

ノ¥，
r

遂
敗
断
沢
一
於
戯
水
之
上
、
身
死
於
脇
山
之
北
。
故
閥
訪
日
、
断
滅
子

戯
也
」
と
記
す
。
「
戯
」
を
、

1
4
昭
は
戯
山
と
し
、
水
経
注
は
戯
水

と
す
る
が
、
戯
山
は
戯
水
と
、
騒
山
は
線
戎
と
か
か
わ
る
の
で
あ
ろ

。

〉
何
ノ

⑬

j
〉
〉

漢
詩
地
理
志
、
京
兆
戸
に
「
新
豊
纏
山
在
南
、
故
纏
戎
関
、
秦
日

間
出
」
と
あ
る
。
水
経
注
目
潟
水
の
条
で
は
、
(
戯
水
)
東
北
流
又

北
一
巡
一
路
戎
城
束
。
春
秋
背
献
公
五
年
伐
之
、
獲
一
鰹
姫
於
是
色
、
一
麓
戎

男
倒
、
姫
姓
、
泰
之
一
路
間
出
企
〈
」
と
記
し
、
新
設
(
騒
邑
)
に
一
蹴
戎
が

あ
り
、
麟
戎
男
閣
が
あ
っ
た
と
い
う
。

巾
人
記
十
一
習
獄
公
五
年
会
則
的
〉
に
「
伐
緩
説
得
鮮
一

と
あ
り
、
w

に
は
「
献
公
伐
綴
戒
、
克
之
、
減
勝
子
、
獲
麟
焼
以

帰
、
立
以
為
夫
人
い
と
記
し
、
立
mm
訟
に
「
勝
子
、
躍
戎
之
君
也
、

本
爵
男
、
此
云
子
者
数
一
一
一
日
男
子
也
い
と
い
い
、
左
伝
汁
二
八
年
伝

に
、
…
i
M
日
伐
線
戎
、
線
戎
男
女
以
…
脇
娘
い
と
あ
り
、
川
町
に
「
…
腕
戎

荘
京
兆
一
耕
地
u
m州
、
其
君
姫
姓
、
其
爵
男
也
」
と
あ
る
。

開
王
は
犬
戎
に
殺
さ
れ
(
前

m)、
は
東
遷
し
(
前
市
〉
、
そ

の
後
秦
が
東
方
に
進
出
し
、
武
公
元
年
(
前
側
)
に
は
診
戯
氏
を
伐

っ
て
華
山
の
下
に
室
り
、
一
一
年
(
前
側
)
に
は
杜
・
鄭
を
県
と
し

て
い
る
。
寧
公
の
伐
っ
た
宅
五
・
蕩
氏
、
そ
し
て
、
武
王
の
伐
っ
た

拶
戯
氏
は
、
い
ず
れ
も
戎
の
別
名
で
あ
る
。
今
奈
の
献
公
の
五
年

に
(
前
問
)
伐
っ
た
騒
戎
も
ま
た
戎
の
別
名
で
あ
る
。
華
山
の
一
帯

に
依
然
と
し
て
、
戎
お
そ
ら
く
は
犬
戎
が
賠
住
し
つ
づ
け
た
の
で
あ

ろ
う
。

( 7 ) 

⑬
 

蒙
文
通
氏
は
、
こ
の
時
習
の
丘
ハ
が
河
悶
に
ま
で
越
え
、
沼
南
に
ま

で
来
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
い
、
秦
木
紀
に
申
侯
が
「
背
我

先
一
郡
山
之
女
、
為
戎
荷
軒
妻
、
生
仲
潟
、
保
商
J

般
に
と
記
し
て
い
る

が
、
臨
鳩
山
は
も
と
商
議
に
在
っ
て
、
新
設
の
地
に
郡
山
の
名
が
つ
け

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
犬
戎
の
一
支
で
あ

る
騒
戎
が
こ
の
地
に
mね
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
秦
が
こ
れ
を
減
し
て
騒

色
と
し
た
と
い
う
の
は
、
い
つ
の
こ
と
か
明
ら
か
で
な
い
。



援
字
記
じ
よ
れ
ば
「
一
瞬
戎
故
域
在
県
東
二
十
四
塁
。
段
周
時
騒
戎

問
地
也
い
と
い
い
、
さ
ら
に
「
醸
山
在
県
東
南
二
塁
、
郎
藍
田
山

意
。
混
湯
出
其
下
」
と
い
う
。
水
経
注
は
一
一
一
秦
記
を
引
い
て
、
「
一
鹿
山

西
北
有
混
泉
」
と
い
う
。
こ
の
一
麓
山
と
連
な
る
山
に
浮
腕
山
が
あ

る
。
水
経
設
に
「
(
怜
)
水
府
出
腕
浮
山
、
議
一
麗
山
連
麓
市
異
名
也
」

と
あ
る
が
、
繁
字
記
は
「
浮
腕
山
i
一
と
し
、
水
経
注
を
引
い
て
「
蓬

麟
山
之
別
麓
市
有
異
名
也
い
と
す
る
。
「
別
麓
」
と
「
連
麓
」
は
い

ず
れ
も
山
の
連
な
る
さ
ま
で
あ
ろ
う
が
、
山
名
が
浮
腕
山
な
の
か
腕

浮
山
な
の
か
問
題
で
あ
る
。
終
福
山
の
別
名
を
地
勝
山
と
い
う
の
も

ま
ぎ
ら
わ
し
い
ο

山
海
経
開
次
一
経
に
は
一
浮
山
」
と
あ
る
ο

都
議
行
に
よ
れ
ば
、

芸
文
類
家
7
引
遊
名
山
十
一
ゅ
に
「
玉
瀦
山
一
名
地
跡
山
、
一
名
浮
山
一
」

と
あ
る
の
は
こ
の
山
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
然
ら
ば
水
経
注
の
純
一
桜
山

よ
り
は
繁
宇
記
の
浮
附
仰
山
に
よ
る
べ
く
、
こ
の
ぺ
腕
…
」
は
蕗
史
切
、

音
持
・
紙
韻
で
あ
っ
て
、
そ
の
音
は
符
同
山
の
名
を
連
恕
さ
ぜ
る
も

の
が
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
浮
腕
は
符
間
内
即
ち
プ
イ
で
あ
っ
て
、

移
戯
!
診
衡
を
背
景
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

先
に
引
い
た
よ
う
に
、
秦
本
紀
に
は
「
彰
戯
氏
を
伐
っ
て
葉
山
の

下
に
琵
る
い
と
あ
る
が
、
そ
こ
が
多
戯
氏
の
地
で
あ
る
と
す
る
と
、

そ
こ
は
犬
戒
が
周
王
を
殺
し
た
と
い
う
鱗
山
で
あ
り
、
故
麟
戎
協
で

あ
っ
て
、
ま
r

た
そ
こ
に
戯
山
i
戯
一
水
が
あ
れ
ソ
、
こ
れ
も
閥
玉
の
殺
さ

れ
た
地
と
か
か
わ
っ
て
い
る
。

裳
字
記
に
よ
る
と
、

戯
水
在
県
東
二
十
七
豆
、
水
経
注
一
五
、

出
一
麗
山
鴻
公
谷
、
又
北
一
運
戯
亭
東
。

と
い
う
。
水
経
注
で
は
「
潟
水
又
東
、
戯
水
注
之
。
水
出
麗
山
鴻
公

谷
、
東
北
流
、
又
北
選
一
麗
戎
城
東
」
と
あ
る
。
戯
水
は
一
嵐
山
鴻
公
谷

よ
り
出
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
麗
と
戯
は
似
た
音
で
あ
り
、
さ
ら

に
「
溺
公
」
は
「
鴻
夷
」
の
名
を
連
想
さ
せ
る
し
、
し
か
も
、
こ
の

鴻
夷
の
名
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
地
に
関
係
が
深
い
よ
う
で
あ

る
。
「
務
」
は
彰
・
待
・
平
と
通
じ
て
用
い
ら
れ
る
か
ら
、
符
間
内
と

の
か
か
わ
り
も
考
え
ら
れ
る
。
「
戯
」
は
彰
戯
、
衝
に
か
か
わ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
戯
亭
在
県
東
北
一
一
一
十
虫
、
局
制
問
主
為
犬
戎
所
逐
、
死
於
戯
、
即

此
也
」
と
、
笈
門
戸
ア
記
興
平
県
の
条
に
い
う
。
品
川
間
語
に
も
、
幽
支
は
戯

に
滅
ん
だ
と
す
る
が
、
そ
の
戯
は
彰
戯
と
か
か
わ
る
も
の
と
す
る
な

ら
ば
、
か
つ
て
こ
の
辺
は
彰
戯
氏
の
地
で
あ
り
、
そ
の
名
が
浮
腕

山
、
務
公
谷
、
戯
山
、
さ
ら
に
は
符
民
の
山
に
残
っ
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
、
の
名
も
発
族
の
自
称
符
間
内
即
ち
プ
イ
を
思

わ
せ
る
。

冷
水
出
浮
腕
山
、

戯
水

( 8 ) 
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経

経

の

々

い

の

部

分

は

、

も

と

「

符

石

い

の
下
に
あ
っ
た
こ
と
、
部
ち
符
市
内
の
水
の
次
に
あ
っ
た
こ
と
も
考
え



合
わ
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
符
同
の
山
は
、
出
海
経
に
一
一
諮
問
う
よ
う
に
華

山
の
拐
に
あ
る
と
す
る
の
が
筆
者
の
考
え
で
あ
る
。

ω
河
伯
濡
夷
よ
る
と
、
夜
・
滑
雨
水
は
成
践
に
近
い
故
を
以
て

山
川
の
耐
に
準
じ
て
舵
ら
れ
て
い
る
。

海
・
潟
皆
非
大
川
、
以
近
成
問
問
尽
得
比
山
川
一
側
、
稲
無
諸
加
。

ま
た
、
税
水
・
洛
水
等
も
小
山
川
一
の
類
で
あ
る
が
定
期
的
に
犯
ら
れ

て
い
る
。
正
義
に
括
地
志
を
引
い
て
一
一
一
一
問
う
。

部
水
、
源
問
院
州
、
計
源
開

mm南
一
治
山
、
東
入
問
。

洛
水
、
源
出
慶
州
洛
源
県
内
問
於
山
、
南
流
入
情
。

郡
山
は
再
資
の
断
、
関
川
礼
の
獄
山
と
さ
れ
、
名
山
で
あ
る
が
、
自
於

@
 
山
一
も
ま
た
問
、
じ
く
山
門
前
尚
さ
れ
る
山
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

間
じ
く
封
禅
諜
に
よ
れ
ば
、
華
山
よ
り
以
西
の
名
川
昭
の
筆
頭
に

は
黄
、
河
を
あ
げ
、
栴
胤
悶
で
配
る
と
一
一
一
日
う
。

水
、
ヨ
可
。
一
附
臨
砿
問
。

;
j
i
-
-
2
;
 

雲
穏
に
よ
れ
ば
、
意
昭
は
「
臨
習
は
混
濁
県
」
と
注
し
、
ま
た
漢
書

地
理
志
在
鴻
摺
に
は
、
臨
晋
に
河
水
剰
が
あ
る
と
記
す
。

臨
昔
、
故
大
姦
、
秦
獲
之
吏
名
。
有
河
水
純
。

先
に
記
し
た
「
一
刺
臨
晋
」
の
正
義
に
は
、
括
地
志
を
引
い
て
、

大
河
純
在
同
州
戦
色
県
南
一
一
一
一
十
患
。

と
い
い
、
さ
ら
に
正
義
は
、
山
海
経
の
氷
爽
、
太
公
金
震
の
務
修
・

竜
魚
河
図
の
河
伯
な
ど
の
こ
と
を
引
い
て
、
こ
れ
ら
が
河
水
締
と
関

連
が
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
。
太
平
笈
字
記
銘
同
州
朝
包
開
閉

の
条
に
「
西
波
大
海
剥
い
と
記
し
、
ま
た
務
夷
に
関
す
る
諸
説
を
列

挙
し
て
い
る
の
も
、
同
様
な
扱
い
方
と
見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
史
記
六
悶
表
に
よ
れ
ば
、
秦
護
公
八
年
(
前
町
〉
に
、

「
域
新
一
河
瀬
、
初
以
君
主
婆
河
い
と
い
う
注
目
す
べ
き
記
事
が
あ

る
。
秦
本
紀
に
「
腐
共
公
二
ハ
年
(
前
山
〉
揮
河
努
以
兵
二
万
伐
大

姦
、
取
其
王
誠
心
(
徐
広
田
、
今
之
臨
音
也
。
臨
晋
有
玉
城
ど
と
い

い
、
ム
ハ
図
表
、
腐
共
公
二
ハ
年
に
、
「
斬
品
、
河
努
伐
大
蕩
」
と
あ
る
か

ら
、
「
域
盤
、
河
瀕
」
と
は
、
一
i

漸
殿
、
河
努
」
で
あ
り
、
大
姦
を
改
め
る
た

め
の
橋
頭
録
か
と
思
わ
れ
る
が
、
濠
を
掘
る
に
際
し
、
河
神
を
記
っ

た
も
の
で
あ
り
、
「
初
以
君
主
萎
…
判
一
」
と
い
う
祭
犯
が
、
後
に
は
河

水
腕
と
さ
れ
る
臨
晋
で
行
な
わ
れ
た
。
戸
河
芳
」
と
あ
る
が
実
は
洛

水
の
畔
で
あ
り
、
し
か
も
大
姦
を
収
め
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
こ

と
も
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
風
習
の
発
戎
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
明

ら
か
で
な
い
。
こ
の
「
初
以
君
主
妻
海
」
に
つ
い
て
、
索
隠
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

謂
初
以
此
一
年
取
飽
女
為
君
主
。
君
主
為
公
主
也
。
妻
湾
、
謂
嫁

之
河
伯
、
故
数
俗
猶
為
河
伯
取
婦
、
益
其
遺
風
。
殊
異
其
事
、

故
云
初
。

い
け
に
え

河
神
に
対
す
る
犠
牲
と
し
て
若
い
娘
を
公
主
の
資
格
で
湾
佑
に
嫁

( 9 ) 



が
せ
る
と
い
う
行
事
で
あ
る
が
、
こ
の
風
寄
は
以
前
か
ら
あ
っ
て
、

「
公
主
」
に
し
た
て
て
嫁
が
せ
る
こ
と
が
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
の

(窃

か
、
詳
か
で
な
い
。
恐
ら
く
女
一
肢
が
河
神
に
嫁
ぐ
と
い
う
の
が
原
裂

で
あ
り
、
国
家
的
祭
記
を
挙
る
女
一
段
と
な
れ
ば
、
公
主
が
当
た
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る
「
貌
俗
い
の
「
河
伯
取
婦
」
に
つ
い
て
は
、

湾
海
水
条
に
次
の
よ
う
に
記
す
。

持
水
又
北
部
一
祭
問
問
。
戦
闘
之
世
、

レじ
r
4
1
0

'ル

μ
町
内

水
経
注
叩

俗
京
一
為
河
伯
取
婦
、
祭
於

潟
搾
水
の
濃
減
一
に
関
連
し
、
水
神
を
祭
っ
た
も
の
で
、
蜘
知
県
の
西
に

伐
対
照
と
い
う
所
が
あ
り
、
そ
の
い
わ
れ
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
ο

戦

間
初
期
、
貌
文
伎
の
こ
ろ
、
関
門
豹
が
郵
令
と
な
っ
た
時
、
一
一
一
老

ハ
地
方
長
老
〉
た
ち
が
河
伯
安
婦
と
称
し
、
美
女
を
、
選
ん
で
河
に
沈

め
る
祭
儀
を
し
く
ん
で
、
民
衆
か
ら
金
を
し
ぼ
る
閣
内
問
が
あ
り
、
そ

れ
を
期
間
川
豹
は
一
忠
利
で
あ
る
と
し
て
禁
止
し
た
。
こ
の
事
に
つ
い
て

は
、
史
記
山
滑
稽
列
伝
の
祐
一
少
孫
縮
、
関
門
一
豹
伝
に
詳
し
い
。
鄭
の

な
…
老
、
延
縁
が
毎
年
百
姓
か
ら
数
百
万
の
金
を
集
め
、
二
、
…
…
一
万
で

河
伯
安
婦
の
祭
儀
を
す
ま
せ
、
あ
と
は
忍
祝
と
残
金
を
山
分
け
し
た

と
い
う
。
一
取
が
民
間
か
ら
美
し
い
娘
を
選
び
潔
斎
し
て
盛
装
さ
せ
、

河
畔
の
い
設
計
一
の
小
、
床
席
の
上
に
坐
ら
せ
、
そ
れ
を
河
に
浮
か
べ
、

ヤ
が
て
水
中
に
沈
め
る
。
河
伯
の
た
め
に
掃
を
安
一
っ
て
や
ら
ね
ば
洪

水
が
来
る
と
し
て
人
予
を
恐
れ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

河
伯
の
奏
の
伝
承
は
、
古
く
楚
辞
天
間
に
も
見
え
る
。

「
拐
ん
ぞ
か
の
河
伯
を
妖
て
、
彼
の
犠
績
を
妻
と
せ
る
」
と
あ
り
、

洛
水
の
女
神
(
熔
妃
)
が
河
伯
の
姿
と
な
っ
て
い
る
の
を
努
が
奪
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
文
選
洛
神
紋
の
注
に
よ
れ
ば
、
一
1
4

怒
妃
は
伏

義
氏
の
女
で
、
洛
水
に
溺
死
し
て
遂
に
河
神
と
な
っ
た
」
と
い
う
。

こ
の
洛
水
は
議
州
の
洛
水
で
、
い
わ
ゆ
る
伊
洛
の
間
は
諸
戎
の
本
居

で
あ
り
、
伏
義
の
名
も
伏
戯
と
も
書
き
プ
イ
即
ち
符
高
(
こ
こ
に
浮

戯
山
も
ァ
あ
る
〉
、
発
族
の
自
称
と
か
か
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
溺
死
し
た
と
い
う
の
は
、
河
伯
の
婦
と
し
て
い
け
に
え
に
供

せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

天
間
王
逸
注
に
よ
る
と
、
一
同
佑
が
白
竜
と
な
っ
て
水
辺
に
潜
ん
で

い
る
の
を
葬
が
射
て
そ
の
左
眼
を
つ
ぶ
し
た
と
い
う
。
長
狭
退
治
の

場
合
と
同
様
、
そ
の
魔
力
を
鎮
圧
す
る
呪
術
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

天
間
の
伝
承
も
河
的
安
婦
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
臨
背
の
河
水
制
に
お
け
る
河
伯
が
潟
爽
で
あ
る
こ
と
は
明

文
は
な
い
が
、
そ
の
地
が
後
の
鴻
坊
間
別
で
あ
り
、
も
と
彰
戯
氏
の
拠

っ
た
所
で
あ
り
、
彰
街
(
今
白
水
路
)
も
近
く
、
ま
た
大
詰
戎
の
大

認
の
あ
る
治
水
鮮
で
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
ふ
ハ
図
表
、
病
共
公
二
ハ
年

に
吋
布
一
河
芳
伐
大
慈
、
端
焼
一
戯
域
」
と
あ
っ
て
、
大
お
攻
撃
と
共
に

麗
戯
域
即
ち
多
数
誠
一
(
彩
街
の
地
〉
を
あ
げ
て
い
る
。
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鴻
爽
の
名
は
、
楚
辞
遠
訴
、
荘
子
大
京
師
、
史
記
司
掲
相
如
列
伝

等
に
見
え
て
い
る
が
、
既
に
観
念
化
さ
れ
て
お
り
、
治
街
子
原
道
訓

で
は
、
鴻
夷
は
大
内
の
御
と
な
り
一
実
車
を
天
空
に
馳
せ
て
い
る
。
穆

大
子
伝
の
河
伯
無
夷
、
即
ち
潟
一
角
の
都
す
る
所
は
、
間
防
叫
仰
の
山
と
さ

λ
N
V
b
 

d
汁
ぜ

れ
、
翼
州
竜
門
の
か
な
た
で
あ
る
。
竹
喬
紀
年
帝
芥
二
ハ
年
に
「
洛

伯
府
与
沌
伯
鴻
爽
問
仰
い
と
あ
り
、
米
布
曾
は
、
古
閣
に
有
洛
氏
(
間
川

書
史
記
篇
)
、
河
本
氏
(
務
天
子
伝
〉
が
あ
る
、
用
と
鴻
夷
は
二
国

の
克
と
い
う
が
、
詳
か
で
は
な
い
。

潟
誕
?
を
実
在
の
人
物
と
す
る
の
は
育
冷
伝
・
捜
神
記
で
あ
る
。
背

怜
伝
(
文
選
時
間
彼
衡
忠
之
賦
波
引
)
に
は
、

河
伯
、
悲
桧
襖
郷
人
也
。
姓
鴻
氏
、
名
爽
。
浴
於
河
中
市
溺
死
、

を
み
可
白
。

'
3
，ノ
MM
ノマ、
U
J
1
，d
q
i

と
あ
り
、
一
一

O
巻
本
捜
神
記
に
は
、
海
伯
鴻
爽
に
つ
い
て

宋
時
宏
農
鴻
一
炎
、
準
(
陰
)
瀦
郷
腿
首
人
也
。
以
八
月
上
皮
日

渡
海
溺
死
。
天
帝
者
為
河
始
。
又
五
行
書
日
、
河
伯
以
炭
反
日

死
。
不
可
治
船
遠
行
、
溺
没
不
返
。

と
記
す
。
両
者
概
ね
同
じ
で
、
所
は
滋
関
の
黄
河
激
流
の
辺
で
、
八

月
上
皮
、
あ
る
い
は
庚
一
肢
に
瀦
死
し
た
と
い
う
。
そ
の
日
は
斎
浴
す

る
怠
み
の
日
で
あ
り
、
舟
に
乗
っ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
民
俗
に
か

か
わ
っ
て
い
る
。
竜
魚
河
鴎
(
御
覧
矧
〉
で
は
河
佑
公
〈
姓
呂
、
名

子
〕
夫
人
姓
潟
、
名
夷
惑
と
あ
り
、
鴻
夷
は
妻
の
名
、
夫
は
詩
伯
公

で
あ
る
の
は
河
川
的
安
婦
の
痕
逃
を
と
ど
め
て
い
る
。
要
す
る
に
、
河

神
に
い
け
に
え
を
捧
げ
る
祭
儀
、
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
背
景
と
し
て
お

夷
は
溺
死
し
、
河
伯
と
な
る
と
い
う
伝
承
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ト

辞

に

も

河

水

の

め

の

祭

犯

に

い

け

に

え

に

し
た
と
あ
る
と
い

た
い
の
は
、
「
葉
陰
減
郷
い
と
い
う
地
名
で
あ
る
。

水
経
注
4
、
河
水
の
「
葉
陰
務
関
」
の
条
に
浪
関
の
あ
た
り
、
松
郎
氷
山

よ
り
出
る
護
水
が
北
流
し
て
通
谷
を
す
ぎ
、
通
谷
水
と
い
わ
れ
る

が
、
述
征
記
で
は
溌
谷
水
と
い
う
と
あ
る
。
通
一
・
滋
は
官
通
で
あ

る
。
「
或
説
間
水
以
名
地
也
」
と
あ
る
が
、
こ
の
付
近
を
被
郷
と
す

る
な
ら
、
洛
水
が
清
水
に
、
狂
い
で
さ
ら
に
黄
河
と
合
流
す
る
潟
、
病
・

機
関
の
地
と
臨
晋
の
潟
水
制
の
地
と
は
あ
ま
り
遠
く
な
い
。
そ
こ
に

河
伯
鴻
爽
伝
承
が
あ
る
こ
と
は
、
汚
水
制
と
鴻
夷
と
の
か
か
わ
り
を

関
心
わ
せ
る
に
足
る
。

博
物
志
で
、
夏
誕
の
時
、
東
方
の
輝
く
太
陽
と
西
方
の
沈
む
太
揚

を
肢
と
夏
に
見
立
て
て
説
明
し
て
い
る
鴻
爽
の
名
も
、
こ
の
地
の
彦

裁
に
か
か
わ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
ら
に
華
陰
県
に
「
平
釘
域
」
が
あ
り
、
水
神
の
説
話
が
法
え
ら

れ
て
い
る
。
水
経
注
の
清
水
で
は
、
ま
ず
「
農
水
」
条
の
J

誠
治
に
関

連
し
て
、
華
山
君
の
使
い
が
成
陽
に
帰
る
人
に
手
紙
を
託
し
て
部
池

に
屈
け
さ
せ
る
話
を
記
し
、
ま
た
同
じ
く
「
灘
間
対
」
条
の
平
釘
域

h

」
」
r
」
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に
関
連
し
て
、
江
神
が
泰
山
下
に
道
を
と
り
、
平
釘
道
で
、
前
年
秦

始
皇
が
沈
め
た
撲
を
渡
し
て
返
さ
せ
た
と
い
う
話
を
記
し
て
い
る
。

あ
と
の
話
は
、
秦
始
皇
本
紀
「
翠
陰
平
静
、
道
」
正
義
引
括
地
志
で

も
、
水
経
を
引
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

春
秋
後
伝
の
話
の
方
が
説
話
と
し
て
は
と
と
の
っ
て
お
り
、
い
わ

ゆ
る
河
伯
使
者
裂
の
原
裂
に
近
い
。
池
畔
に
梓
樹
を
叩
け
ば
謁
者

(
取
次
ぎ
)
が
現
わ
れ
、
水
神
府
に
導
か
れ
、
運
命
を
マ
了
知
し
た

り
、
宝
物
を
も
ら
う
の
で
あ
る
。
唐
の
伝
奇
に
も
類
話
が
い
く
つ
か

あ
り
、
戴
字
の
広
間
然
記
に
収
め
ら
れ
て
い
る
李
朝
威
の
柳
毅
伝
(
太

平
広
記
似
引
)
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
筏
川
神
の
妻
と

な
っ
た
滋
女
が
、
ヰ
〈
の
冷
過
を
訴
え
る
手
紙
を
榔
毅
に
託
し
、
洞
庭

電
話
に
賭
け
る
。
ま
た
、
太
山
府
君
か
ら
託
さ
れ
た
手
紙
を
河
伯
に

届
け
る
と
い
う
捜
'
神
記
4
前
母
班
の
話
で
は
、
娘
は
河
伯
一
の
婦
で
、

明
ら
か
に
「
河
約
安
婦
裂
い
を
ふ
ま
え
て
い
る
。

水
経
注
ωω

榛
水
条
に
、
観
岐
と
い
う
絶
法
下
に
神
廟
が
あ
り
、
激

端
に
流
木
が
浮
か
ぶ
の
を
河
伯
下
材
と
よ
ぶ
と
い
う
話
も
、
河
伯
使

者
裂
で
あ
る
。
「
洛
い
か
ら
帰
る
時
手
紙
を
託
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
「
洛
」
は
維
践
と
い
う
よ
り
、
洛
水
1

華
山
神
に
か
か
わ
る
の

が
原
裂
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
泰
山
は
冥
府
と
し
て
葉
山
か
ら
転
じ
た

も
の
で
あ
る
。

華
山
に
も
河
水
制
に
も
近
い
来
陰
の
地
が
河
伯
と
結
び
つ
け
ら

れ
、
そ
の
舞
台
が
「
平
野
」
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
「
彰
街
」
に
つ
な
が
る
地
名
で
あ
る
。
釘
・
街
と
も
に
魚
韻
で
通

@
 

用
、
平
模

i
彰
亡
の
転
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
華
山
西
南
の

符
馬
山
、
華
山
下
の
彰
戯
氏
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
、
河
伯
鴻
夷
は
、

こ
れ
ら
と
共
通
の
音
と
見
ら
れ
る
し
、
海
伯
は
臨
晋
の
河
水
調
(
彰

街
i
彰
戯
氏
の
地
〉
に
か
か
わ
る
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
北
山
経
三
の
「
濡
夷
之

命
ご
と
彰
紘
之
山
の
「
肥
遺
」
と
い
う
蛇
で
あ
る
。
肥
遺
に
つ
い
て

金

は
別
稿
で
ふ
れ
た
が
、
西
山
経
一
の
太
華
之
山
に
は
「
肥
遼
」
と
い

う
六
足
四
翼
の
蛇
が
居
り
、
向
じ
く
英
山
に
は
「
肥
遺
」
と
い
う
寅

身
赤
像
の
鳥
が
跨
り
、
総
次
之
山
に
は
「
底
魚
雷
」
(
議
欝
〕
郎
ち
肥
遺

に
同
じ
)
が
あ
る
。
蒲
一
英
も
肥
遺
に
通
じ
、
英
制
収
之
山
の
「
舟
遺
之

魚
」
(
舟
は
弗
の
誌
か
、
蒲
と
無
と
近
く
、
夷
、
遺
は
声
向
じ
〉
も
肥

遺
に
通
ず
る
。
こ
の
よ
う
に
(
英
鞍
之
山
を
除
い
て
)
、
薬
州
に
肥

遺
の
名
を
も
っ
動
物
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
た
符
高
即

ち
診
街
、
さ
ら
に
は
診
戯
氏
の
関
連
語
と
一
一
一
一
問
え
る
な
ら
、
一
向
伯
潟
夷

も
こ
れ
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
ο
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(
大
既
成
鋲
女
子
短
期
大
学
)

(注〉本稿
は
、

山
海
経
に
見
え
た
る
町
村
付
尚
之
山
b

に
関
す
る
論
稿

当
た
る
。
第
一
「
彰
亡
山
と
診
祖
い
第
一



「
符
高
之
山
」
に
つ
い
て
は
、
寺
間
竜
合
博
士
古
都
記
念
漢
文
学
論

集
に
寄
稿
。
ま
た
本
稿
に
つ
づ
く
「
防
風
氏
と
封
桝
の
山
」
が
日
本

…
集
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

① ② 

:
関
子
「
染
廿
」
「
烏
斯
蔵
」
和
「
関
蔵
」
的
語
源

(
民
族
研
究
第
4
期
)
O孫
公
開
氏
:
歴
史
上
的
氏
族
和
川
甘
地

一
民
的
白
馬
人

l
白
馬
人
族
印
刷
初
探
〈
民
族
研
究
第
3
期
)

拙
稿
「
影
亡
山
一
と
拶
祖
」
・
「
符
高
之
山
」
・
「
洛
水
に
つ
い
て
」

M
W
掲

高
山
・
漂
戯
山
・
馬
嶺
山

内
川
…
川
静
民
:
先
考
甲
族
考
〈
附
γ
骨
金
文
学
論
集
〉

〔
紫
隠
〕
河
内
、
向
山
也
。
内
音
泊
。

太
平
笈
宇
記
お
白
水
県

郡
関
山
知
道
記
に
よ
れ
ば
街
域
の
側
に
榔
谷
水
が
あ
り
、
こ
れ
が
影
街
水

で
南
流
し
て
県
治
の
北
で
洛
水
に
合
す
る
。
ハ
漢
字
記

m白
水
mm)

こ
の
項
は
、
自
治
静
民
:
金
文
の
世
界
、
中
駒
内
の
時
折
と
崩
壊

p
m
l

p
m参
照

郭
沫
若
;
一
向
周
金
文
辞
大
系
孜
釈
川
町
今
甲
盤

王
悶
維
:
鬼
方
昆
…
拠
獄
枕
老
(
観
堂
集
林
お
〉

郭
沫
若
:
時
間
川
令
一
文
辞
大
系
孜
釈
間
不
嬰
段

毛
詩
出
事
序
「
商
布
昆
夷
之
山
山
、
北
有
獄
枕
之
難
」

袈
文
通
氏
:
間
秦
少
数
民
族
研
究

p
m昆
夷
与
禿
族

王
国
維
:
鬼
方
昆
夷
獄
抗
考
ハ
観
賞
一
集
林

m)

地
斑
志
に
、
漢
一
対
一
説
が
故
郷
援
に
ち
な
ん
で
新
援
を
作
る
と
。

蒙
文
通
氏
:
周
秦
少
数
民
族
研
究

p
お
秦
郎
犬
戎
之
一
支

⑤@@③  ⑦ ⑮ゆ⑬@⑪⑩⑨⑧

4き

自
於
山
も
符
m
内
山
と
音
、
が
通
じ
、
先
族
の
山
で
あ
る
。
部
縞
つ
日
於
之

山」

告

「
五
十
三
年
帝
祭
子
溶
」
ハ
初
学
記
引
〉
尚
書

中
伎
で
は
'
沈
幾
子
洛
」
、
後
述
の
秦
始
皇
沈
盤
、
江
神

を
祭
る
例
も
あ
り
、
左
ト
何
倍
加
に
、
夢
に
河
村
が
玉
を
与
え
る
と
楚
の

子
去
に
言
っ
た
話
が
見
え
る
。

毒事 '~DJ 

米
右
性
竹
書
年
輯
校
訂
補
(
朱
お
曾
輯
本
、
王
間
詐
訂
補
)

白
川
静
氏
:
栄
一
ん
族
考

p
叩
(
甲
骨
金
文
学
論
集
〉

拙
稿
「
影
亡
山
と
彰
被
」
参
照

O
話
蒙
i
彰詔一
i
彰
亡
i
務

模

。

平
現
i
平
無
i
一
平
模
と
転
じ
、
後
漢
詩
円
引
等
影
伝
に
は
、
彰
亡
は
平
無

に
転
じ
て
い
る
。

拙
稿
「
鰐
魚
之
山
と
肥
遺
」

ο肥
遺

( 13 ) 
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